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1． 方法 

(1)調査対象：区民 

(2)対 象 数：20歳～59歳（1,511）、60歳～79歳（489）の合計2,000 

(3)調査方法：配布(郵送)・回収（原則WEB、60歳以上はWEB及びハガキ回答の併用） 

(4)調査期間：令和5年11月14日発送(15日着)～29日〆切 

(5)有効回答数：278（WEB 回答：163 件、ハガキでの回答：115 件） 

※回答率：13.9％ 
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2． 結果 

 以下に、得られた回答の単純集計結果を示します。 

 

問 1 「グリーンインフラ」を知っていましたか。（答えは 1 つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

グリーンインフラを「知っていた」人が 9％、「言葉を聞いたことはあった」人が

18％、「知らなかった」人が 73％であり、グリーンインフラを内容まで知っていた人は

1 割に満たないことがわかりました。 
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問 2 あなたが「グリーンインフラ」に期待するもの（メリット）は何ですか。（い

くつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

グリーンインフラに期待するもの（メリット）については、1位が「豪雨対策（都市型

水害の軽減）」、2 位が「ヒートアイランド現象の緩和」でした。 

グリーンインフラが「豪雨対策（都市型水害の軽減）」や「ヒートアイランド現象の

緩和」に有効であることを認識していることがうかがえます。 
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問 3 あなたは、次の「ア）～キ）」に示す「グリーンインフラ」の主なメニューに

ついて、それぞれどのような場所で取組むことが望ましいと思いますか。答えは

選択肢の中から選んでください。（いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア）雨水浸透施設（雨水浸透ます・トレンチ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ）雨水タンク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今回提示したグリーンインフラの主なメニューについて、どのような場所で取組むこ

とが望ましいかを質問したものです。 

「雨水浸透施設（雨水浸透ます・浸透トレンチ）」、「透水性舗装」のように、『豪

雨対策（都市型水害の軽減）』や『湧水の保全（地下水涵養
かんよう

）』に効果が限定される施

設については、公共の場所での導入を望む回答が多く、「雨水タンク」、「生垣などの

植栽」、「壁面緑化・屋上緑化」、「雨庭」、「花壇、プランター」のように、雨水の

利用や植物要素が加わる施設については、民間の敷地での導入を望む回答も増加する結

果となっています。 
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ウ）透水性舗装 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ）生垣などの植栽 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ）壁面緑化・屋上緑化 
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カ）雨庭（浸透性を高めた庭） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キ）花壇、プランター 
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問 4 区では、区民のみなさんが「グリーンインフラ」の取組みを行う際に利用する

ことができる各種の「助成制度」を用意しています。次の「ア）～カ）」に示す

制度について、知っていましたか。 答えは選択肢の中から選んでください。

（答えはそれぞれ 1 つ） 

 

 

 

ア）雨水浸透施設（雨水浸

透ます・トレンチ）の設

置に対する助成制度 

イ）雨水タンクの設置に対

する助成制度 

ウ）生垣の造成に対する助

成制度 

エ）植栽帯の造成に対する

助成制度 

オ）シンボルツリーの植栽

に対する助成制度 

カ）屋上緑化・壁面緑化に

対する助成制度 

 

  

提示した 6 つの助成制度の全てで、8 割を超える人が「制度のことを知らなかった」と

回答しています。 
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